
「高浜市地域福祉計画」体系図 

  

 

    

 
1-1-1.ボランティアセンターの機能強化 

     
1-1．「支えあいひろば」 

 
1-1-2．当事者団体・セルフヘルプグループの育成・支援 

    

 

 

 
1-2-1．福祉起業・福祉事業展開への支援 

  

  

 
1-2．事業者による地域福祉「福祉起業ひろば」 

 
1-2-2．バリアフリー・ユニバーサルデザインの促進 

 

 

   

 

 

 
1-3-1．新しい町内会活動・近所づきあい 

     
1-3.「世話やき活動ひろば」 

 
1-3-2．地域福祉の担い手としての民生委員・児童委員 

  
1-4-1．福祉教育の推進 

  

  

１．地域福祉の「活動ひろば」づくり 

～《地域福祉を育てる》主体づくり～ 

 

 

1-4．「心のバリアフリーひろば」 
 

 
1-4-2．地域での交流の推進 

    

 

 

 
2-1-1．地域での居場所づくり 

   

   
2-1-2．地域での働き場づくり 

     

2-1．地域生活の３つの場づくり 

 
2-1-3．地域での学び・遊びの場づくり 

 

 

   

 

 

 
2-2-1．いきいき広場総合相談窓口の機能充実 

      

     
2-2-2．ケアマネジメントシステムの充実 

 

計画活動を進めるための“仕掛け” 

    

2-2．地域生活志向のケアマネジメント 

 
2-2-3．緊急時のための地域生活支援サービス 

    

 

 

 
2-3-1．利用者と事業者の対等な関係づくり 

   

   
2-3-2．新たな質の確保 

   

２．地域福祉サポートサービスの開発・利用 

～《地域生活を支える》仕組みづくり～ 

 

2-3．当時者のエンパワメント 

 
2-3-3．子どもとおとなのパートナーシップ 

    

 

 

 
3-1-1．居住福祉の推進 

     
3-1．地域に暮らすためのまちづくり 

 
3-1-2．居住福祉条例の制定 

    

 

 

 
3-2-1．社会福祉協議会との連携 

     

  

 
3-2．福祉活動法人との連携 

 
3-2-2．社会福祉法人・ＮＰＯとの連携 

    

 

 

 
3-3-1．地域福祉推進ひろば 

  
3-3．地域福祉推進ひろば 

 

 
3-3-2．福祉まちづくり推進人材の育成 

 

  

３．福祉でまちづくり 

～《地域社会を育てる》体制づくり～ 

 

 
3-4．福祉審議会の設置 

 
3-4-1．福祉審議会の設置 

 

 

 

   

 

 

 

 

   

 

【地域福祉の理念】 

○誰もが高浜に住み続けられる 

仕組みづくり 

○地域福祉サービスを統合化 

○当事者主体の住民参加 

○人とのつながりを重視する福祉 

 

   

 

 

 

高浜市地域福祉計画 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

  

【計画活動を進める組織主体】 

○１６８人（ひろば）委員会 

○策定委員会 

○プロジェクトチーム 

○発表祭 

【計画活動推進の３つの原則】 

○パートナーシップ型 

○次世代型 

○学習・情報発信型 

地域福祉計画を推進するためには 

地域住民が参加する計画活動が必要 
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